
ノコ屑堆肥の肥効に関する試験
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1.試弦担当者

土壊通立部土墳敢生物研究室:杖村诚次•左牒J5.山签街、

2t就墳目的

わが国では,年間5 0 0万tをこえろ大鍵の協域(オガ塀,スラソゲ,チップ用,樹皮)廉 

生滝されていますが,一部が利用されているばすぎなく ,好くの埸合・その処理に困っている現 

状です。一方農林,阚芸方而では,これまでのわら.•落策の检站之京料の入手象,労力の不足 

などから次弟に利用し雄くなり,これに代わる裂造容易な有機質源が強く要望されています。

本研充は,これらの廃材,度ず最初にノコ脣の地把化とその利用,開発を目的として,_応 

以下の項目を研究の対建としたものであります。

1Iオガ用その他廃材・の微生物的,化学的あるいは物理的処理方法による准肥化の研究。

,2)距吧化に関与する做生物相を採求して,强力な分解閔の分雜,培缺,接種方法の確立。

⑶ 准紀分解・過程における組成の変化ならぴに成品離况のf啓我分の解明。

即 堆•史の含理的施与方法ならびに肥効についての試験。

⑸ オノ爾堆埋あるいは廃材堆肥の福曲物用培地としての利用,開拓。

3.試唉の燧過とえられた成果

本団究は,印昭和』 〇年至昭:和4 2年の3カ细!jで一応完了したこと:こなっておりますが, 

,’財の他吧化の研究は,最近注目されて坂上げられたばかりで,異材の種類による座肥化の方 

正m”跄方而も含めた肥効施など,さらに弓［続き解明を安すろ研究側5題が多々残されて 

いる現状であります。

この3カ年間の研究により,Tt｝取纏め街た研究項目は,次に述べる2項目であります。

⑴右機网添加による廃材(オガ層,スラつヂ)の脚肥化と施与方法

本研究は,既に昭和5 5年度から予備的;て進められ,主に阳:和4 〇^, 4I年度の研究成 

果’よって一応坂域めを完了したものであります。その詳關については,後述Iの項で紹介 

の油リです。なおこれまでに,この研究については,次の発表がされ,ています。

1濫村献次 農梁技術 Vo I18： 472 — 474,1965

2.怖村讓次 オガ屑准肥の製造と施用効果,わかりやすい験研究解説シリーズ・孩6,

P P. 5 1,19 6 4

ふ旭村誠次山林/JS666： 24-30,1964
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4. 植村敬次土と碎物Aa5 ： 9-16 ,19 6 5

5. 尬村嵌次 羨代林業 齿21:19-3 5,19 6 7

6. 植村液次变糸科学と技術/« 7 ： 4 9 - 5 2,19 6 8

7. 植村誠次•山家義人:7 4回日林大講:1 4 8- 1 5 0.1 9 6 4

⑵ オガ屑の発瞬肥化にともなう木材粗成分の変化と熟成宙・ハ、て

本研究iま昭和4 2年旣に実施して,昭豹4 3年4月の弟7 9回日本作学会大会に,その妾 

旨を発我した&ので,その坂熟+後述nの項に配敝の苞りであります。

なお以上のほか,オガ屑准肥発酵掛の分駿,培揆・接種についての研究・前畑施用球など、 

予備的な2 , 3の実験を実掐していますが,まだ怡めたばかりで,阪翁めの段階までいたって 

いません。

この他,農園芸方面におけるオガ屑堆肥のあ効試験については,昭和41年度に農林水ぬ<' 

術会泌び中心となって,石川県,砺・県名襲試(以上水稲)•愛知垠農試(小麦),神削I奈 

巖试(かんらん)で実施され•4 2年度に,いづれもかなりよい成積の期待されることか很吿 

されています。

I,有投物添かによる廃材(オガ屑,スラッジなど)の啲E化と施与方法(土壊微生钧研 

究室)

A,はじめに

瞬技験镯土壤微生物研究室では,昭和3 5年頃からオガ屑,スラッジなどから十顷地 

良剤を製造する予個瘫に滞手していますが,昭和4 〇年度から3カ年繼H即頁目の研时に 

採用され,これまで網主田オガ脣,スラッジを材料とし,これに有機質ある'•甘•無槻質の 

肥斜を加え,必要に応じてさらに分解當(好熱性繊維素分解谓,ヒトヨダケ国の糸状宓• 

市販の発酵促進剤)などを添加して,5 〇回以上にわたって堆肥化の試験を行ない,その 

発熱経過の調査,媛碰肥の成分分析および一部のものについては把効試験を実施してW 

ました。

現在(紹和4 3年3月)までに,一応内地您の廃材(オガ屑,剧夜)に有機質肥料を弟 

加して発熱発酵させて,1カ月内タ!•で一応土 .顷改良剤をかねた堆肥化に成功し,今後は分 

湖の極めて困建な外材パークの准肥化の研究を進める予定でおります〇

以ド主忙過去5カ年間当研究室で夹施してイ間質添加による廃材の;®肥化ならぴに別為
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堪史の,密用ならびに肥幼街捡の結衆の皆荘を以郭めて報吿し吏す。

L協材堆肥の如造方法

1一 I :康材料の準爛

これ立でに灾施したいろいろの原村料の組ふ合せによる股試験の結果.次1 

表に示したような原材•料の組み合わせが好史しいものと考えられます。 験料として 

の廃材には,主にオガ徊•チアブ酒,スラマジ・を使用しました小、スラッジの新しい 

ものは水分含亢:が7 〇%近くもあろので,一応ある租度做させるか,域したオガ 

眉と混合して用い!tす。大型の榭丽土硼i (崖5ミリ内外)することが必要です。± 

た細目のオガ孵には,ワラ,チッブ掛などを亟縫で!0-2 0ペーセシトくらい混合 

しょ「>とくにワラ(三つ切りにしたもの)を廃材・に広さで!〇パーセントくらい混 

合したものは,発船も艮好であり,ワラの分解の程度により慟Eの熟化状態を判析す 

ることができるので便利・です。第1表のうち,A , Bの組み合わせによる製法が比較 

的容易で,かつオガ府の时加による離易もありズせん。

第1表 廃材・題肥原材科の組み合わせ

つ、秘法
筝材・广、ー A B C D 摘 耍

材◎

乾嫌网フン 

米ヌカ 

人ブソ块

» 肥

旧石段 

分解囹 

水分园

1.0 0 0佃

1 0 0 Ay

5 9-1 OOA7

(若干)

5 5%

1,。 0 〇 仞

1 00*9

60〇/

(若干)

5 5%

1.000AV

5 0阪

5〇Z

5A9

(若干)

5 5% 
(1,000/ )

1.000Av

1 0 0“

3〇/

5切

(若干)

5 5% 
(1.00〇/,

水分療準3 〇炎内外

(発幣したものを用いる)

("して混合する、
ゝ液肥15 -6 - 6

市販分解菌

◎ 主田オガ斛,スラッジを使用,スラノジ注水分7 0%以上を含む験・が多いので水分の調 

節K注意し,必要に応じ乾燥させたものを使用する。

なお最近,ラワン,米ツガなど,外材の樹皮の推肥化が一部て試みられております
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が,多くは海水貯木なので,樹皮中の含为也分の害が必をされていi?マ。なた< fこ 

れまで網必した砌では,いま交てのところ那&面にMいても,流用而においても 

とくに,蛔はみられないc添加讨料としては瀉1表に示したもののほか,化学免’レ, 

奇・草,•でんぷんカス,糸カスなども適当忍利用します。ことに魚カスほ姦加剤として 

大変すぐれているようです。應材中には落葉,ヮラ,修草などと兴なり,これら％•砂 

解する嚣がほとんどいないか,いても理須が限らはていますので.原材料の組ろ舍わ 

せのいかんによっては,分辭酒や発醉促進剤の利^が効果を示寸・場合もみられてい雲 

す。現在市吸の発醉囲,発酵促進剤むかなり利用されているようです。しかし,いう 

いろな分解漆をたくさん含んでいる应フン,家帝のフン尿などを多;ぜに加えた場合» 

分解皆や発酵促進剤の利用がどの程度の効果を示すかは今後の検时を耍する問Mであ 

ります。分解農の活動を促進させるためには,むしろ袂条件(水分,空気,養分な 

どの状態)を改善する方がより先決問蹈と考えられます。

1-2:墳み込みの方法

照み込みの時期は多会(1トン以上)の原料ならば其冬でもよろしいが,温度の滝 

い晚海から夏にかけて行なうことが好ましいようです。堤内では4 0 〇キロ以上の奴 

材啊を用いて写爽1のように1辺1,3 m立方ぐらいの木枠の内側にコモをはって,中 

に積み込みます。屋外では8 〇 〇キロ以上の原材料を用い,排水のよい場所に写兵2 

のように底の直径2. 5 m くらい,高さ!.8 m <らいの円"に,途中3 05ごとばワ 

ラを薄くかませて崩壊するのを防ぎながら積み込みます。茯み終ったらコモや古依で 

まわりを囲み,雨天の時はピニールなどでおおいをし在す。なおたくさんの/咲材并七 

積み込む鳩合は,杭,板,竹柱,コモなどを適当に利汨して,幅5 rn ,高さ2 m ,長 

さは景に応じて謂節した簡単な囲いを作って机み込みます。(写真3多照) 植ろ 

込みのとき,通気をよくするため,ワラ涸形の製造の場合のような.堵み両めは行ない 

度せん。また多牡を段み込んだ際には,中央や側方に教カ所丸太で空気抜きの穴を;由 

けると効果的です。原材料が多い場合は,適当な.代に分け,廃材と添加茬料を十分覆 

ぜあわヒ,かきまわしながら水を加えた後,損み込みを行ないます。水分のカ诚は・ 

発熱を左右するもっとも垂城な因子の一つで,堅く捆って水分がわずかに手に戕る存 

度,すなわう5 5パーセントくらいな理想とします。橫み終った.めと,下部から水分 

がわずかにしみ出る程度が好ましいようです。水分が少なすぎると,沮废は上昇し由 

すが永続性がなく,また多すぎるとほとんど発熟がみられません。なお廃材粒子の大
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小,性質•添加剤の彿顼.壮などiciEEて洲简することも必妥です。

1一 5 :切返しならびに発熱强•過

切返しは,堆肥中の不足した水分を補足するとともに空気の流通を同前し,微生物 

の活動を再び促進させて,.站化した均我の那肥・つくるためにぜひ必浅とされていま 

す。以上ぷ内,笙外とも積み込みが終ったら,上邹と中心部に糜®十をさしこふ,您 

日1冋発帔題全観联します。普通斐日くらいから多少結熟がみられ,4 , 5 H arc 

は中心部;土 6 5Iから7 〇 c近くに上异します。6 0じ以上の、発熱が10日前後橈い 

たら,め沮し,つまり,全部をもとのように績みほぐして水分を5 5パーセントにな 

るように迫加し,発船炉不十分ならさらに迭分も加え・こ十分・混合した挨再び植ふ込み 

ます。すると2〜5日て•全休が6 OC〜7 (JPcO也度に上がります。普通切返しは1 

回で十分ですが,敏が1トンをこえる場合は2回以上しないと均質な推斐はできませ 

ん。弟返しの前後を通し,兇熱が6 5 。以上なら2遥剧,6 0p以上ならば5週間以 

上っづけば,TS 土壇改良剤として使用してもさしっかえありません。しかしこの程 

度では,分"解期間が短いので,オガ何などでJ 土表面のセルc-X »へミセルn _ズな 

どの一部が分・解されている税度で,リグニンはほとんどおかされていなし、ので,混 

ているとよま多少・恐味を帯びていますあ,做すると生のオカ.屑に近い黄色になりa 

す。したがって.できあがったJ隹肥は,すく ・使用する耳论は別として,その後数カ月 

沖,堆肥中の肥料成分が流失しないように,雨よけ,排水に帝意した楊所K保存しま 

す。保存中はできるだけ後熟を促進させるため,,龙噪させないようにとどさかん水 

しながらかき床わし,リグニンを分解する糸状南の発育を盛んにすることが必婆です。 

普通・花から夏にわたって積み込みを行ない,冬のあいだ,あるいは早春に施用します。

次に1,2の製造例なその発熱階®宏示してみますと,

(1)鶏フン,米ヌカ添加による屋内枠沈み(製造例A )

a原材料:ラワンオガ屑4 0 〇 A9 (水分3 3パーセント),米ヌカ4 0切,乾竦 

码フン4 〇 kg ,水分5 5パーセント。

1>紙み込み:2月1日実施,前述記賊の内側にコモを張った木枠(林 1金照) 

を使用〇水分は木枠の底からわずかに水がしみ出る制建に調筌。

c 切返し:この程度の原初・科では,1回の切返しでも十分でありますが,均質な 

唯肥をつくるため2月14日(積み込み後14日目)と3月5日(積み必み後 

33日目>に2回行なった。
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d発然怪遇:宛熱の嚨はあ1Mのように1回の•瘀しで中心:s•归儷小厂・ 

6 0C以•0;辫•3四間,6 5C以上は針2迅用続いていた。だいたい1カ月くろ 

いで一応:觀2として使用で<rろわけだか,3ろ日目の2间目の切返しにより.

6 〇・Cまて・低ドしていた中心部の温度は急に上昇し,6 5 C・麻かせの後1〇闩 

税いた。

e考察:原料が比絞的分解しやすいラワンのオガ屑でかつ添加した有微質の歆、 

多いので,寒い時期にSかかわらず,4 〇 〇ウ内外の少段でも十分・な発黙がみら 

れています。原?4が少ない匆合には,燃初の沸な込みの際,中心彩,すなわち, 

全体の上と下をのぞいた中央の3分の1の廃材に添加蝶分の3分の2y集中して 

温合する中興(まんじりうのように中央に添加を集中するのでこう呼ぶ)の方 

法も好ましいようです。なお,残りの3分の1の添加養分は•1回目の切返しの 

とぎ,全部4C均質に混合し吏す。

•妨1図 ラワンオガ屑地肥(製造例A ) 

⑵ 人プン尿,饵フン添加による屋外円•責み(製造例B)

a原材料:オガ肩(スギ,ラワソオガ闽混合,水分3 〇パーセント)7 0 〇切,

—2 34 —

人ブン尿4 〇 〇((市版分解四をわえて松附125間故Rtしたもの)豚題ソン 

7 〇^,市炬分解!？(若干,水分韵5 5パーセント。

b 核衣込み:11JJ16 口火苑,I:述の原材料を適当段あて混合し,太分を『臓 

した陵,成外で前述紀收の円鎌形双(写代2な照)に梢刀込ふ・行な〇た。

c 鄭返し:この均合は.泓離を水林して視察するため,毘1回の切返しは2 

カ丿［後に行なった。普ゆ6 0て:以上の癸炫か1〇日か15日碇いたら唳しな行 

なうことが用ましい。

d 発熟経・過:№2図のように切返しを行なわないでも,中心部では7 0 C以上が 

15日問,6 5(■.と灶が12日間,5 CTC以上の発納が1カ月以上続いた。

e 労察:人ブン尿は,分饵阁を混人することにより1週Hli くらいで無奥となり取 

り扱いが容易となり史した,,比較のため、妈フンだけを除いて同様の桢み込ふ・ 

行な・たところ,—<£ 7 OCJス上の発熟(よみられ士したが,その後恐速に湿度が 

低卜しました。したがっく後述のオガ刑玳把による癖苫貌虫防除の見地からも,

!〇パーセント内外の乾噪フンの添加iまぜひ必暇と考えられます。

演2図 スギ・ラワン・オガ屑堆肥(製法例B )
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注堆肥の発酵について

ワラ埃肥と廃材域の分解状・戒の大きな逢いは,ワラの担合は,6りC以上の岛 

沮発屛が続けば,比救的短明閥にその7 0パーセント近くが好紬性のセレロース分 

解細爵類やある程［の放檢菌などによって,分解されますが,廃材の翊合は砌でわ 

ずかに1り～15パーセントしか分> 并され世せん。らしろ同じ期間なら中温(4 5 

•C)や样遅(3 〇•C )を好む,リグニンや•ビルコースを分解する糸状菊や放衆囲な 

どによって分解される谊の万がまさっていろ結果が仰られています。したかって, 

廃材・准肥です.T程発血発熱が完了したあとの,後熟のいかんが,良質の堆肥を担 

るための成否を決めろ,重要な役割をもっているのです。なお有害物質を含んでい 

る廃村では,毒成分・を分并除去するために,描温発屛を経ることが必要です。

1-4:廃材堆肥の分析結果ならびに製造費

これまでに製适した主な耕堆肥の成分分析の結果ならびに比較のため網,生の廃 

材の成分を我示しますと爾2表のようであります。生の廃材は酸性が強く,チノ・, 

リン險,カリの含冇映もきわめて少阪です。爵肥のPHは植み込んだ初期はいくぶん 

唆性でも,発屛が進むとしだいに中性,あるいはアルカリ性になります。でき上った 

蛇のP H値は,添加する材料によっても異なりますが,7. 〇前後のtのが好ましい 

ようです。

第2表 2 , 3廃材および跄材淮肥の分析値(乾物値)

項目 pH 成分分析値(％ )

種類 (h2o) N P2O5 Kz 〇
備 考

ラワンオガ屑(生) 5.1 0 Q1 2 0.0 2 0.1 6 C 48.7% ； N 0.1 2 ； C/N4 06

冋上推肥 6.5 0 0.7 5 0.9 6 0.8 9 製造例A : C 44.2% ； N0.75% ；

アカマツオガ屑(生) 5.1 〇 0.1 6 0.0 7 0.1 3
Q/N59

同上准肥 7.2 8 1.2 0 1.5 0 0.6 3

カンバオガ屑(生) 5.05 0.2 1 0.0 5 0.1 7

同上哦肥 6.6 0 1.2 4 1.3 0 0.7 5 -

スラッジ(生) 6.5 6 05 9 0.0 9 0.11

スギ・ラワンXカ屑堆肥 7.2 0 0.59 0.3 0 0.2 5 期斷B
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いi裂佥例A (ラワソオ”册堆肥)の廃;林喉免について,施与する母合の血肥に追 

加する•チ・,崇の添加此史検Jしてみまナ。度察率が釣6 0なので,これをチ•,素飢筑 

を起さない理,想の炭素辜2 〇に油整して,1〇 7•ール当り湿った状理のもの2トン( 

秘乾物で1トン)を均す其拾には,計詳式は省略しますが,約15切のチフ素,すな 

わら硫安にして7 5打を倾,こ加えることが必要となります。しかし膜材中の炭素の 

かなりのものは,リグ=ンなどを影成する分解しがたいものなので,、炀にはその半 

分・程度のチッ德を追加すればよいわけです。したがって,製造例Aによってつく った 

唯兜1トン(水分5 5パーt1ント内外のもの)を施す協合は,約15から2 〇朽ぐら 

いの硫安を加えて施します。

吏た隴材堆犯の製造伽主,原材科のいかん,入手の雜易などで異なることはもちろ 

んでありますが,オガ唇縱肥とワラ雕肥の建造費の!例をあげてみますと第3與のよ 

うです。

席3表オガ術古巨肥,ワラ雕把1トン当りの生産費

◎ オガづ,ワラ1トンから約2トンの堆肥が製造される。

オガ屑2

たはワラ

乾 快

对フン
米ヌカ

化学肥料 
または 
発酵剤

杭み込み

切 断
切返し

避賊

その他
計

才小伽E 1,。 0 0 円
(5 00")

300円
(5叱)

60 0円
(2 5ゆ

5 0 0円
S酵彻

60 0円
(1人)

4U0円
(硏) 2 0 0円 3,4 00円

ヮラ地紀
3,。 00 H
(5 00佃)

300円
(50倨)

200円 
(ftj：W

9 00円
(1.5人)

4 00円 
(泓)

200円 5.2 〇 G円

また,輸送費に多くの経費を要するので,この点で制約をうけますが,いま6トン 

横みトラブク性よる推肥迎搬の砍勞:(送費のみ)をみますと以下のようであります。

50 血 6,8 0 0円

10 〇〃 !1.2 0 0 円

150〃 1 6. 0 0 0 円

20 〇〃 2 1,。 0 円
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将来は術しド原材料の組み合わせ方法や,製法の改岩,技産化などにより,丄リ安 

颌で効釆のある廃材嶼の後方法が開充されるべざでありますが,現任のところそ 

の姐造費はワラ堆肥の3分の2程度とろられます。また濒的にみてその遅餘葩囲は 

北米では15 〇血以内とされていますが,わが国では1〇 〇飴まで力:限度と恩われ£ 

す。

B,廃材疵の使い方と効果

廃材准更の合理的物方法ならびにその効果などについては,まだ試験を開始して日が 

漫いので,十分な結梁が得られていないのが残念ですが,T己これまでの屐缭低茶づいて 

使用に際して注意すべぜ事を述べてみますと,

I原材科さえあれば施て・も容易父つくれるので,未熟な粗惡品が少なくありません。十 

分に発熱発醇し,かつ熟(匕したものを用いることが必耍です。

2. 廃材推肥は乾燎すると分解を停止し,水分が3 〇パーセント以下になると水をはじく 

性質がありますので,鬱?!したうのは,事前托十分困らせて用いるか,I〜2カ月前に 

士中に施して,十分土になじませておくことが望ましい。多卅を土中«・泌き込んだ為合 

はときどきかん水することが必要で,かん水が不期世でかつ干害をうけやすい削听では, 

マルチンクとして施します。したがって徃肥の施用は,初冬から早春の間に施しておく

ことが好ましい。

3. 紀野成分の不足しているものは,化学肥料を加えて使用します。生のもの,あるいは 

把料成分的に不足している場合は,いろいろな栄養障害(チッ素欠乏症など)や病害( 

紋羽病など)を生じやすいので注意が必要です。

4. これまでの農作物についての試験結果で»まチッ素肥料を加えて,戻素率を3 0内外忙 

調整しても,基肥は誰俊肥の場合に劣らない蟻を施すことが必要で,作物の届I類(とく 

に水稲など)によっては,栽培の後期にチッ素肥料の迫加がよい成績を示す鳩合がみら 

れています。

5. 永続性のある堆肥なので,最初は少なめに,翌年は分解の状態をみて追加する方法が 

望ましく,初年度の効果にまどわされて,侶年多量を施用すると,未分解谷機四の過多 

により荣®障害や病害を生ずる恐れがあります。

& 一般的の施与方法,ならぴ従施用短を示しますと,土壞の性質K応じて1Qアール当’ 

り5 0 0～3,。 0 0 Ayを地表1〇～ 5 omの暦に锄きこむか,あるいは地表にマルチン 

グします。壓密な粘土質土壊の誓合亿は6トン程度を勧きこんでよい結果を示している 

-2 3 8—

例らスつれてい比す,强役培の場合には,作物の價顛に応じて鉢土の容・の2〜5割程.• 

匪・苗・木などでは土と冋じくらい全为えて用います.,肉木云培のJ貽には,槌丸穴の大 

小にnsじて1穴当り3～5切を擂え穴の土と混合します“沱找の害を受けや寸いところ 

では穴硅に施すか・マルナングとして用いよす。魇材也Eは注目されてからまだ日が洩 

いので,书及している範囲に限りがありますが,つぎの分野では好結衆が期侍され,,大 

いK使用されています。

1.林業用苗畑の堆肥

は林野,眼世の苗畑では•すでに歩年1〇 〇トン四上を製造して,堆戯肥のかわりに 

使用し,大変よい結果を得ているところも少なくありません。しかし反面未熱推吧の使 

いすぎのため,干害,聖嫂不足の・帔害もんられていまーd砂質土では5 〇〇«くらい, 

牯土’以の土壊では2, 0 0 0 ～ 4. 0 0 〇村の施与が好ましく,とくに苗の顺り・促進す 

る舫架が兒られます。

2•そ菜,戒花類の牲肥

普通!。 T-ル当り1.0 0 〇〜2.0 0 0り,地表に織き込むかマルチングとして蜘 

します。とくにハウス刖芸(トマト,キュウリ,カンラン,イチゴ,メロン,カーネー 

ションなど)の誤培では大変よい粘果が停られています。虫た立’格病,奏規病,ッルワ 

レ病,綿虫初などの防止にも効果のある例もみられています。なお昭和41年度に神奈 

川県農試で必したカンランについての肥効峽で｛•よ W 肥に劣らない桔果が兒られま 

した。

5•水稲,小发の堆肥

昭和4I年度に,栃木眼,石丿I昵の両農試で気施した水稲についての肥効試験の結果 

では,1〇:Tール当り約2トン(絶烷で1トン)施用して,いすれもこれまでの准厩肥 

&技るとS劣らない結果が待られています,水田では肥科股叶に注卷することが必要で, 

年施用についてもなお検討の余地が、残されています。昨年度愛知烘典拭で行なった小 

汝は関する肥効試験でも1or-ル当り2トンの勧き込み区はよい結果を得ています。

4•果削,网芸用の堆肥あるいは右機質源

堆近,ミカン,リンゴ,ナシ,クワ,チャなどの栽培に廃材堆肥が注目されています。 

とく,てミカン園で高く評価され,和歌山県,挣岡栗の一部では救きワラにかわる有機質 

源として,!〇アール当り2〜3トン程度を全面にマルチングすることが行なわれて良 

好な結果が得られてい凍す。
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5.葉たばこの馬土

専充公社では,この散年落葉堆肥にかわる菜たばこの肥土として,オガ削准肥の氏用 

秘を行なっていますが,水分首理に十分注ほさえすれば.子床,坦床の把セとして, 

落乘推犯絹優るは責をあげています。また最近本畑においても十分その効果の期待さ,i 

ることが夹絶されています。

6. 造圍樹木,庭題樹木用の堀あ

庭木,街洛樹などの移植や根回しのさい廃材溯6を用いると,卻根の宅生を促し,活 

购をよくします。外国ではチップ用の弛犯を大木の根控!しの際に用いてよい効果をあけ 

ています。至た馅木,老木の樹勢回復にを材准肥を大龍マルチンダしますと,土壊の救 

良効果も兼ねて大宠よい成績が傳られてい吏す。

7. シパ草の目土あるし'it肥士

オガ屑や份末樹皮の堆肥は,最近ゴルフ場などのンパ草の・造成,目土用として広く ・伊 

出しています。±た酒路の側面あるいは法切り而を披擾するための吹き付けや株生供用 

の材料としてる利用されています。以Kt王に地肥としての幼果:について紹介し史した 

が,多数の施用試験を実現5していろうち,每フンを添加した廃材推肥は,モリシマアカ 

シア,ホウセンカの根こぶ線虫,つンニでクのネクサレ線虫の板害防止に大変効采の・ら 

る興味深い結果が得られています。その原因の-っとして,はだ碓定はし作せんが,中 

フンに由来する比較的育燃性の大型自由腕虫(R habd'i t is巔)が廃材堆肥中で圮 

型し,土塊中の病害線虫の密度を滅らすのではないかと推定されています。

廃材塀肥を病害線虫防除の目的で用いる際に;ま

⑴ 廃材に1〇〜15パ～セント兩の乾條:矩フンを添加して裂:造し,でき上った堆肥は 

なるペく乾燃させないこと。 •

⑵ できれば綿虫の生息する土做を一度殺線虫削で殺した後,廃材推肥を勧ぎこむか, 

少なくとも插彼あるいは苗の移植,1〜2カ月前に進肥を锄きこんでおくこと(根の 

殻る部分«かぎって施してもよい)。

(3)種をまいた上に薄く俊士し,その上に2～ 3 mの』只さにマルチングしてもかなりの 

効果がみられています。

”1)鉢の場合は,土と堆肥の容積比が1対1,1対2とし,混合してから1〜2カ月後 

に插棚あるいは移偵すること。

このほか,前忙も少しふれましたが,廃枷伽把は,病菌告の発生を防止する力がつよ
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く,苗木・野建などの,;道伐,7•估同,•萎凋的,•ソ大ワレ科,紋羽询とくにタバコやコ 

ンニャクの臼耕的などに効果を示している例か外られています。

・オガ別の完供圈巴化にともなう木材題成分の毫化と・熟成度についての研究

当研究宅ではこれまでオガ橘に冇破復栄養深として米ヌカを添加し,ゆフン・接種菌休源 

として発僻地眠の灾用化徒浚をおこなってきた。その際発幣谒程における温度分布と経遅・ 

みると,原材・料の地秘罷や添加先制勺砒,水分状悪,気座など,こよって多少異なるが,中心 

部が幾も髙く ,平均6 °C以上の高迎度・をしめし,それより加に近ずくKしたがって漣続 

的に低Fし,表個部て•常温に近い混度分布をしめした。また虫度咐も前述の条件に左右さ 

れるが,湖E散日後にそれぞれの部分で隔知こ适し,以後徐々に低下する状態がf的何向 

てらる。したかって堆肥化に.影いては,推積している各部分でそれぞれの温度分布と変化に 

対にして,当然分.骅に関与する微生尚フロラも変Jgするであろうし,それにょって木材・組我 

分・り分解做I化も異なるものと若えられる。そこで堆死化の爾!役階は微生徇による分解低 

分「化で.あるから,温度制牛の说いによる木材組成分の变化過程を.追跡し,前述の発詩方法 

における)蟻適温变条件をみいだそうとした。

次に涕:2段階として,各組成分の分解低分子化と平行して進行する腐植化の状怨と,それ 

にともなって変化する化学的諸性賞の追跡をおこなった。

"お.従来木質材を原料とした酒肥について熟成度に倒する研究はほとんどおこなわれて 

いなI、ので,をの一利定は化学6勺貞・づけのないままに, 一応混入した稲わらの分解程度を基準 

としたり,礁覚的な手段によっておこなわれている现状である。稲わらの歩合は,好熟性セ 

ル"～ス分解閏の作用による次〇幻以上の高温発w化が極めてよい結采をしめすこ 

とから,木質材を原料とした場含もとかく泓度上昇に館点をおいた堆肥化が進められ,熾高 

温度と髙泌経統日長いて堆肥化の尺度としている煩向もふられる。木質材と稲わらとは 

構成分や結合状態が根本的に異なっており,梱わらに比べ極めて扳滩である。したがって微 

生物による分解は困難であることは現在までのところ多くの研究者の胡めることである。

つぎにこれまで簡便な方法として手ざわり,色縄,かおりなどの感覚的手段によって,整 

肥化の程度を判定する方法がとられている。堆把化が進O.Cしたかって木質材は分解されや 

すくなり,色凋も黒色を帯びてくるからこれらの方法で判定できる可・能性はあり術る。しか 

し,化学的な分解結果の史づけのもとに関連性を見出し,十分な起象によって始めて応用出 

来る手法であろう。木貨原料は检i類が多く广たとえば,チップ野,オガ屑,バークなどそれ
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をれKっいて多くのデータの富積か必要であり.そのう丸樹税の混い七％えなければならな 

・、。さらに色詡については添加材・料によっても度化する。たとえば,浦石坎や石求ナ‘ンな 

と・アルカリ性物纹を添加すると應肥化とは関係なくただち緒塩色;月が増加する精合も而ろ。

以上のように木質材を原料とした座紀については,従来わら彻5に用いられていた方法を 

そのまま週応して熟成鹿をあらわすことには問坦があり,とくに化一第的裏づけのな'•'I*!' 

稲わらの嶼化と冋ーに考えることは危険性かあろ。奶成度をあうわす為性俯や,利定の>3 

法年ついて検討する必耍があると考えこの研究をとりあげた。

なおこの研究はつぎの題名で,第7 9回日本林学会大僉;ておいて発表したが,并細は後日 

林試研究報吿に発表する予定である。

木質廃材の発幣准肥化に関する研究

第1银 異なる沮蛇程における木材・組成分の变化

屏2扱玳猊の熟成度について

佐藤 俊•啟村诚次

A 木材・組成分・の恕匕についての研究

頰条件

ラワンオガ屑を主原料として,これに有機栄養源として米スカ8.0%,接種函体源と 

して天日乾燥鶏フン3.5%添加,いずれも粉砕して3 〇～6 〇メ ッシュ部分を使用した、、 

水分状惹5 5 %前後に保ち,扱初のP Hを6.8 5とした。温度条件は常温(300). 

中诅(4 5¢),商温(6 D C)の3段階として8 〇日間発醇をおこなった。

秘結果

冷水,熱水および1%Na OH溶液ズよる抽出物:各温腹ステージとも発辞初期から 

急激田減少して1U日ないし2 〇日目に廢少となり,以後増加するが,熱水,1%N；i 

OH磁抽出故は,6 0日目をピークとして8。日目には再び滅少侦向をしめす。この 

ことは竣初主として米ヌカ,选フン等に含まれる可溶性の糖類が微生物の増殖発育にと 

もなって消費されるため急激に滅少する。その後へミセルローズ,セルローズなどの易 

分解性炭水化物が分解されるほか•リグニンなどの難分解性物質もしだいに分解され, 

又各構成分間の結合频がゆるむ結果抽出继が増加するものであろう。しかしこれら抽 

出物も分解消イ匕あるいは結合も考えられるから増減カ;くりかえされる。

リク二、ノ含此と元索組成:第4表に発游過程におけるリグニン含・此の変化と元素可成 

を示した。りダ二ン含最は発済経^ととも忙やや波少する傾向にあるが,その滅少は極
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•用d表 完院建爲にとしなうL；Rnin含政の变化と 

元’就3成

物 a Li Rn • n含聞 
9/10 0 9 
Sample

L iRn inの元素鈕成 %

C H N OCH3 基

家料,ヮソオガ構 2 8.8 6 4.2 2 5.7 2 t r • 1 Z 0 5

5 0C4 〇日発鹿 2 Z 8 1 6.1 7

4 5V * 2 Z 2 1 6.2 3

6 0*0 , 2 8.4 1 5.5 5

W 0T6 〇日発解 2 8. 0 6 2.7 5 5. 5 0 0. 7 2 1 6. 2 5

4 5 C * 2 Z 2 6 3. 8 5 5.1 4 0-8 2 1 4. 5 9

6 & 2 8.1 6 2.8 0 5.6 9 0.6 4 1 5.1 6
T〇 C8 0日発僻

2 Z 1 6 2. 5 6 5.6 9 0.4 8 1 4.2 〇

A 5-C " 2 6.0 6 12 0 5.2 3 0. 5 9 1 3. 9 0

d or ” 2 Z 8 6 2.8 6 5.5 5 0.9 0 1 4.5,5

めて小さい。しかし元素分析の結果をみると,発部経過とともにCおよぴOCH’基含 

港は減少し,N含;せの増加がみとめら!Iることから,リグニンのフミン化など何らかの 

変化がおこっていることが推殖される。

ホロセル〇-X, a —セルローズ,全有機物:各温度ステージとも発膨程ととも昆 

しだい性滅少する。これら各成分の分解宰を靦妙Uにしめすと第5図のとおりである。 

冋一時点における各成分の分解率を温度別に比鼓すると,常に4 5”Cステージが梁も分 

,河率が大きく次に3 O'Cであり,6CTCが最も小さい。

柚わら分解との比較:稲わらについては多くの研究カ;おこなわれており,それによれ 

ぱ木質材に比べて容射に分解されることが報吿ざれている。当研究室でも,坂弁(北海 

道覇業試験埸報吿第6I号)のおこなった方法K:率じて温度別分解をおこない,全有機 

物の分解程度をラワソオガ用の分解と比輟してみた。その桔果は弟5表のとおりである。 

、りろん両者の分解条件は.異なるので比較す至ことには多少(閏趣があるが,従来いわれ 

ているように高温分解が蝦もよく,6 O'C>4 5 03 0Cの,偵であった。これ您比べ 

て木株材の龙治・は4 5 Cが夜もよく,4 505 〇 CA6 〇 6の願で,贏温分屏川呆も
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况5 &肺わら刀よぴラワンオガ屑の雄:紀化にわける全有

娥切の分腕宰

(底材・料K対する屯出％ )

、、燮日故

発醉泓度、、j

稲 わ ら ラワンすガ闱

1 5 H 5 0U 4 0 H 8 0日

3 O'C 1 9. G 2 Z 0 1 6. 4 2 5.0

4 5'C 2 3.0 5 5. 0 1 7. 6 2 6.6

6 〇•C 2 9 0 5 8. 0 1 2.6 1 6.5

悪く稲わら分解とは異なる希架が得られた。又分辟率についてみると届わらの場合は良 

好であり,5 0H間で3 〇%〜•I 〇%の分•屏をしめした。木質时の媽合は8 0日間でわ 

ずかに17%～2 7 %でかなり悪い結果となっている。

つぎに予備的な試験では功るが,ラワンオガ屑の充部働£化における微生物フれラの 

測定をおこなった。その結果｛よ弟6友のとおりでうる。この表にみられろよう;こ6 0C

席6表培此1vあたりの個数(発醉3 0日目)

発必温度 烟 幽 数 闻 考

6 O'C
放線函

細 趙

9 X 1 0s

5 4 X 1 3,0

稀釈平,板法4 5て5日間培養

稀釈頻度法6 or 〃

4 5で

放線茵

細 菌

糸状菌

6 0X! 〇5

1 0 4 X 1 〇5

1 X ! 〇5

稀釈平板法, 5 "C 5日間培養

〃 "

" 〃

3 O'C

放線我

細 閑

糸状宙

5 0X1 〇3

1 3 9X1 〇0

2 2X! 〇5

就釈平板法5 or 5 13間培養

” "

ク . 〃

ステージでは超J閑類が極めて多く糸狀閩は存在しない。4 5Cステージでは細菌類が少 

なく,放線笛が多くなり,また糸状幽の存在もみとめられる。3 Q'Cステージでは放線, 

蘭»細萌類ほ4 5 Cステージとはぼ等しいが,糸状葫がかなり多くなっている。また各
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沮鹿別にかなり優勢に存在する数種類の留を分战した。6 O'Cのように特殊な条泮では 

2務類の細菌と1種類程度の放線囲が分離されたにすぎない。これに対して4 5*0,

5 CTCの場合には比哦種類も多く,慵单な七ルローズ分解力技験の紬果で1まあるか,

5 〇じで糸状終2種状,4 5Cで糸状慝2穂類,放線函1特侦にやや分解力のるる仇が 

見い出された。以上の結果からも木資材の分解は稲わらに比べてかなり盛いことや,分 

解&関与する做生物の汝類,発酔条件の北なることが理か出来るであろう。木钥材い& 

カに分辩する菌が・餌的に分離,培養されないかぎりは,有効な接秘偈体源として闾フ 

ンが利用されることには問連いない。しカ・しこれを用いて宪酔靱s化をおこなう巧ふは, 

ます木質材の分解に関与する滋生物の殆育に皱適な条件を見出すこと,分解,こともな, 

て変靂する微生物ソロラをとらえてM?堆肥化にのぞ!}!しい方向に糸件をかえてゆくこ 

とが必要吒あろう。これまで述べてきたことは,現在一役的にわこなわいている加用N 

造の万法にしたがって配度条件を追求した‘こすぎないから,さらにいろいろな条件を検 

討しなければならない。

B熟成度についての研究

堆肥心t主として援効性砌源やリン酸の吸収固定防止などによる肥料的幼果,上壊理 

学性の改锌や塩基置換能および理衡能の增大;てよる土壊:貌効果,核物に対する生長促進 

効果,あるいは土壊徴生物の生育活動全盛んにする効果などいろいろな面が考えられるが, 

これらの効坡土熱成股績よって独なるといわれている。反面木質材を原料とした堆赠の羽 

合,樹種によっては分解しきれずに省作招を及ぼすといわれている。また有微物の分解理 

,更とC-NDアンバランスから生ずるNIWの間題や,未熟な木質堆肥の麴与にともなう 

未分解有機物の状態に応じた土壊伝染构発生のHj•能性など米解決な問鯉jが多い。このよう 

な緒問題を解明するには,どうしても推肥の熟成废を定说的1てとらえる必要がある.,従来 

堆漑肥の礦合雑は熟成変判定の方法としてC— N率や,腐植の形•演分析などによってその 

性質をとらえる方法がなされてきた。また海单な標示方法としては過酸1匕水素水や水洗処 

理による残淸割合で,熟成度の指標とするやり方や,もっと簡単に手ざわり,色调,ちぎ 

り具合などで痛別する方法もとられている。•そしてこれらの总觉的識別や洗滌残故割合な 

どで堆肥化の一応の目安を作ると,C-N率や腐植の性質などと比較的一致する結果か得 

られている。木質材を原料とした雄肥忙ついてもこれらの簡易な方法を試みたが,材料の 

不均一性,孃分解性などから従来地醜【て用いられた方法をそのまま・通応しがたい面があ 

る。そこで木質材を原科とした堆肥の場合,堆肥化にともなって変化するいくつかの性質 

-2 4 6- ・

をとらえながら,熟我皮をあらわす適当な性質と判定の简易な方法をみいだすことを目的 

として硏究をおこなった。

輿験結果

たノコ用碰肥を用いた。

C , N含此•付よびC-N辛の変化:第酵谖理におけるこれらの変化在示すと况7表の 

とおりである。C含后は発伸過挥とともにしだいに滅少する。その変化は小口セルu_ 

ズ,a一七ルローズ,あるいは全有度抱の分解に比倒して演少する顏向を示％ しかし 

I般、て從化は小さく,a 0日間てわーE'K当初の・が;一・比べて5-4 %の減少にとどま 

る。N；V市よ您淋お刊Kともなってやや曲加の烦向にある°したかって,C-Nホ:ま当 

然なから談少须向をしめす,、しわ•しC含量の減gよ小さく , Nは宣幼し易い演向がみら 

れるたv, , C -N率としてあらわした巧合は,右微物の分解と必ずしもパラレルな関係 

はふられない。一理の変化をとらえろ湘程工おいて泄少倾向かふられる棉変である。

第7表 発淋経過にとむなうC,N含祉およびC-N率の变化

(対絶乾ク>

夷箜竺 2 〇 日 4 〇 a 6 0 H B o a

C % 4 7. 6 d Z 5 4 3. 5 4 4. 3

5 0 'C N % 〇. 7 7 0. 7 8 0. 7 3 0・8 8

C-N 6 1. S 6 0. 6 5 S> 6 _ 5 0. 9

C % 4 6. 7 4 Z 7 4 4.1 4 4. 2

4 5 “C N % ・ 〇• 7 •4 0. 8 5 0. 7 6 0. 8 6

C—N 6 5. 1 5 4. 9 5 8. 0 5 1.4

C % 4 Z 2 4 Z 5 4 4. 7 4 5. 6

6 O'C N % 〇• 7 5 0. 8 5 0. 7 4 0. 8 4

C-N 6 2. 9 5 5. 6 6 0. 4 5 4. 9

原料 C : 4 8.5% N： 0.6 4% C-N： 7 5.4



第8表 いろいろな方法によるオガZ社推把のC , N矛•:および

C-N率

(対絶乾％>

堆密 C % N% C-N 材料および璀積期間

A 4 5.1 t 5 2 8 ラワソオガ椚,ワラ,筒フン,米スカ,領安,

5カ月間

B 4 5.7 0.7 6 5 ラワンオガ辞,爲フン・米:ス)•発脖［才,

5カ月間

C 4 5.2 0.8 5 7 スギオガ屑,ワラ,崙フン,米ヌカ•1年間

D 4 Q 5 2.6 1 6 ラワンオガ腐,ワラ,関フン,米ヌカ,價安, 

1_〇カ月間____________________ _ _____

E 4 4.2 1.〇 4 4 テワソオガ册,対フン,亲スカ,2カ月腮

つぎに材料の館合せも異なり,堆積期間らそれぞれ異なるオガ埔堆肥について,C .

N含址わよびC-N率をあらわしてふると第8表のとおりである。この表にみられるよ 

うに,推核鄭間が.異なってもc含他にはそれほど大きな違いがみとめられず,オガ腐( 

この場合はラワンとスギ)を主蛻料とした菜合は4 4 %前後の含敬をしめすものが多い。 

これ;て対してN含;出よ添加する材•科の種類や・！:によってかなり逸ってくるため,したが 

ってC-N率に差歩みとめられる。このようにC一N率は砌の添加によって人為的に 

変え彳3る可能性があるので,単にC-N率で堆肥の熟成度をあらわすことには問題があ 

るC

腐楹の形態分析:第9表に発酵各段階の就料や2 , 3のオガ屑堆肥忙ついて•腐械の形 

態分祈結果をしめした。各発酵段階の試料についそみると,腐植酸,フルポ酸の割合は 

ー殺に極めて小さく PQ割合も;まとんど5 〇%愤後で・らる。つまり腐植化があまり進ん 

でいないものと考えられる。RFは炭宏当りの6 〇 〇 の吸光度を示し,この倣の增 

大は腐植化の進行をしめすものとされており,厶IorKは400m/と600m"の 

吸光度の差の対湫でこの値の低下は腐楹化の進行を示すといわれている。この両測定の 

結果をみると発辭経過とともにRFはやや挹加し,反対Kは波少侦向がみら 

れるが,一般忙土壊腐植在比べてこれらの値の増滅は権めて小さい。つぎえいろいろな 

Jf破!;てついて腐植の性質を検討してみよう。

第9炎 オガ的堆金の都fitの性n

“ 翔 京 V 9k
試 村 腐植航c フルホ?8C P Q R F 4 I og K

5 0*C2。日 4.5 5.1 5 15 6.7 0.9 9

4 5 C " 2.5 2.5 5 4.5 9. 2 0.9 8

6 0,〇 " 1 9 1.7 5 2.4 8.5 £19 5

5 0 G 6 0 日 8.9 7. 5 5 6.1 1 0.7 0.6 8

4 5¢ * 7. 4 7. 9 5 2 6 1 2.1 0.6 8

6 0'C * 4.9 5.4 4 8.9 1 0.1 0.6 6

3 n 'C 8 〇 H 6.9 6.2 5 5.7 1 0.7 0.6 0

4 5'C " 6. 2 6.4 5 2.2 1 5. 〇 0.6 5

6 crc " 5.8 5.0 4 29 1 0.6 0.8 6

幾肥 A 9. 5 5.1 7 0.5 9. 5 1-4 2

" B 1 0.5 5.0 6 4.2 6.9 0.9 0

ク C 2 0.4 7. 〇 7 9.2 7. 5 0.9 7

" D 8.4 7. 6 6 9. 8 11.1 t 0 3

懲全炭奈K対する％ 漆正腐植破の侦

フル示・酸に比べて腐做酸の削合が多い做向がみられる。しかし爲柚酸のR F , △ I 〇 g 

K値J7、らはあ!Eり腐柩化が進行している頓向がみられない。以上のことから考えると木 

材組波分の分衍がかなり進んでいる府合で§,腐植濃の形成はあまりおこなわれていな 

いようである。また腐憤酸の形・頤分析から推定されることは一殺的な土壊嚇植成とは異 

なった性質のものが形成されるものか,あるいは不安定な疣態で存在するようにも考え 

られる。いずれ(Cしても更に検討する必要カ;ある。

塩基眨換容磚:(以下C.E.C・とする):第4瞄に経峙的変化をしめした。この図に 

みられるように各温)卖ステージとも,発册顎段とともC . E. C.の増加侦向がみとめ 

られる。麒既別では4 5 •〇 3 〇 v〇 6 0 COiK-G 4 5 °Cが最も高く 6 D日以後にその 

差が大きくなっている。この領向は木材組成分の分髀と関係がふられ,有懸物の分斡系 

大外、ほどC.E.C・が尚い頌向にある。有機物のC.E.C・は大部分がカルボキシル
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第4図 C. E• C ・の変化

20 4 〇 60 80
日

基やフェノ ール性,エノール性の水液基に寇因しているといわれる。木材組成分が做生 

物;てよって分解され更に腐植化が進むにしたがって,こnらの险換基が増加し,C.E. 

c •が高くなるものと考えられる。そして腾頰酸そのもののC . E • C •も腐槌化がす 

すみ安定してくるにしたがって増加するといわ兀ている。しかしこれまで坂扱った就料 

についてみると,,腐耗駿の幼や賛・不安定な扶態Kあるものと考えられるから•C.E. 

C .の大ささとは必ずしも正の用関関係はろとめられない。ただし,螂のC.E.C； 

は囲桶酸は勿輪めこと,木材組成分の分幟や,腐故成形成過程におけるいろいろな中 

間物質などの官能基が総合的え関与するから,分解,腐植化をある程度判定する手段に 

なり得るようである。

熱水および稀NaOH溶液による抽出螢とC.E.C.の関係:堆肥中のC . E.C.に関 

与する諸成分を大別する方法として,熱水および0.5%, 1.0%, 5.0%各濃度のNn 

OH溶液による抽出をおこない,油出揪と残波物のC.E.C.との関係から分解腐横過

—2 5 〇—

泣10衣 紳水お上ぴ裕N.tOH活そによる抽出!と抽出貝波のC. E < 〇 ,

獄 料 的出条件 抽出St % 疝"C.E.Cf.e.

未 抽 出 〇 (3 3. 7 )

題水•抽出 6.1 3 2. 7
5 or 8 〇日問

〇. 5託N n 〇 H溶液 1 9. 〇 5 2. 0
発 潘

10% * 1 9. 5 3 2. 5

5.0% * 2 9. S 2 2. 0

未 抽 出 Q (3 4. 4 )

熱水抽出 6. 〇 3 2. 7
4 5-C8 〇日間

0. 5%Na OH溶液 2 0. 6 3 3. 0
発 酵

1.〇% & 2 0. 8 3 2. 7

'5.0% " 5 10 2 6. 0

未 抽 出 〇 (2 8. 0 )

熱水抽出 3. 5 2X5
6 018 0日間

0.5%Na OH溶液 1 2. 5 2 & 5
発 辭

1.0 % 〃 1 3. 〇 2 6. 8

5. 0% ク 1 8. 9 1 3. 5

未 抽 出 〇 (7 2. 〇 )

热水抽出 8. S 6 0. 5

推 肥 A 0. 5 % N 3 0 H溶液 2 6. 3 5 4. 5

1.0% " 2 6. 9 5 1.4

5. 0 % " 4 2 5 4 8. 4

未 抽 出 〇 (7 〇. 3 )

熱水抽出 8. 9 4 4 3

推 肥 B 0. 5 % N a 〇 H 溶液 2 5. 2 3 14

1.0% 〃 2 8. 6 3 0. 7

5.0% 〃 4 2. 9 3 0. 3

住:()内は非祀そのもののC.E.C,
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後5恣 オガ屑堆史QC.E.C .と5%NaOH涪液による抽出吊:の网笑

20 4〇 60
抽出危％

程の段借を知ろうとした(第1〇表爹照)。この・結果,当然のことながらNnOH溶液 

の濃変が商くなるにしたがって抽出最は多くなり,残渣物のC.&.C .は低ドする。ま 

た堆|把のC.E.C,の大的さにはぼ比例して,各濃度による抽出揪とも増加する傾向が 

みられた。とくに5.0%潑瘦の抽出;止と雄肥のC.E.C.との間に相関が髙い侦向がみ 

られた。(第5図參!!(［)

Na OH抽出物の大鳳分は,カルボキシル露やフェノール性水酸基を府する物質で, 

瀝変が高くなる;てしたがって低分子のものから分子弦の大きいものまで逐次抽出される 

が»濃度が, くなると,分解,竟合のくりかえしがおこなわれ,吏たへミセルローズ, 

リダニンのー®も分解抽出されるから,抽出条件については今後さらK:検对しなければ 

ならない。しかし少なくとも有機物の分解変やC.E. C.の大きさと抽出・用:との間に比 

勅灼正の相関がみとめられるから,な杭化を把拨する訪易な方法として使用できる可能 

性がある。 • '
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"上土•詹括すると,木材・瓦のように選分部性の溝成分廉多く ,各、構成分が洩確に站合 

しくいる相法は分朋が:愿く,安定な糾脈の形成にいたるまでばは,強力な敏生物の作 

用とF抑J問を必ナるものとおもわれる。したがって聲 gの性状はもち說究明されなけ 

ればならないが,現時点においては,その前段斷ともいうべき構成分の分解程変と・朽 

物致の状態についても検討する必城があり,熟成度もこの点を考風こ入れた判定方法が 

今竣の点物であろう〇

4.こんこの問縁点

輝材の址郭化は,主として比鮫的裂造の容易な内地谗麒！のオガ罪,チ〃・潸,広葉制バー 

クなどが対象となっているK過ぎなく,かつその吸德方法も有溥質肥料(王に鳩フン,米スカ) 

と,これに化学肥料を添加した做生物的燃理万法による発熟発薛法が開拓された昆週ぎません。

ー万.燧近その形態においても,また化学的組成分でも著しく性貢をことにする外材•パーク 

<南洋材,米材,北洋材)の加肥化の耍望が強く打出されており,これらのバークの京杞化k 

は.それぞZの特性に応じ・た処理万法が研究されねばなりません。槌って今後に殃された間題 

として;* .分解困難な外材パークの早急な椎J史化についての研究と.これまでの発熱発酵処理 

の舟かに,低温発酵,物理,化学的処理万法などによる扉犯化の開発研究が重要な課义と考え 

られます。

また帰材堆肥は,最近農地•俗よび別芸の分野で非常に注目され,その需耍も,急速に增大しょ 

1としておりますが,肥効試験はまだほとんど実施されていない現状です。ワラ瑚肥とは本㈱ 

的に性質を異にしている廃材耳幌!の施用方法については.それぞれの分野の作物について十分 

な襟が行なわれて後検肘されるべき問題て•ありますので,このため心ま・林靈のみならず, 

終園芸分野も含めた関係分野の協力您よる研究体制の1Hも早いことが切望されます。
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